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論 文 題 目 
Treatment in a ward for elderly patients with dementia in Japan. 
 
論文内容の要旨 
 認知症の行動・心理症状 (Behavioral and Psychological 
Symptoms of Dementia; BPSD) は患者や介護者にとって深刻な問
題であり、時には入院治療が必要となる。BPSD の治療を行うために、
わが国では 1988 年に認知症治療病棟が導入された。認知症治療病棟













Rating (CDR) を用い、日常生活動作 (Activities of Daily Living; ADL) 
は Physical Self-Maintenance Scale (PSMS) を用い、BPSD は
Neuropsychiatric Inventory (NPI) を用い入院時と退院時で評価し
た。入院時と退院時の CDR, PSMS, NPI の比較には Wilcoxon の符号
付き順位和検定と χ 二乗検定を用いた。身体合併症治療のため転院、
転棟した群とそれ以外の群の入院時と退院時の CDR, PSMS, 入院時
の身体合併症の有無、退院時の抗精神病薬の処方の有無の比較には
Mann-Whitney の U 検定と χ 二乗検定を用いた。抗精神病薬使用の
有無で入院時と退院時それぞれで患者を二群化し、それぞれの CDR, 
PSMS, NPI の比較には Mann-Whitney の U 検定と χ 二乗検定を用
いた。データは SPSS 12.0 を用いて解析し、p < 0.05 を統計学的有意と
した。また、多重補正には Bonferroni 法を用いた。 





入院時と退院時の CDR と PSMS の比較では、PSMS は退院時には有
意に改善 （Bonferroni-corrected p < 0.01）、CDR は不変であった。
入院時と退院時の BPSD の比較では、退院時には妄想と睡眠異常は
消失傾向であり (uncorrected p < 0.05)、抑うつ、多幸、易刺激性以
外の他の BPSD も消失傾向であった。身体合併症により退院した 29
名とそれ以外の 59 名の比較では、身体合併症のために退院した群で
は有意に退院時の認知症重症度は高かった (Bonferroni-corrected p 
< 0.05)。入院時と退院時の抗精神病薬使用の有無による 2 群間での、
CDR, PSMS, BPSD の比較では、退院時に抗精神病薬を処方されてい
た群では認知症重症度は高い傾向であった (uncorrected p < 0.05)。 
 本研究では、認知症治療病棟での加療によって認知症患者の ADL
は有意に改善し、妄想と睡眠異常を含めた多くの BPSD に対して有
効であった。身体合併症の治療のために転院、転棟した群では有意に
退院時の認知症重症度は高い傾向であった。このことから、認知症治
療病棟での治療は有効であり、認知症の重症度と身体合併症との関連
性が示唆された。 
